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○○○○株式会社 御中 

 

       ○○○○本社ビル 簡易所見 

                        株式会社ヨシザワ建築構造設計 

 

 

 

 

先日は、お話をいただきまして、誠にありがとうございました。 

○月○日に○○○○株式会社 社長様と建物を見させていただきまして、この

件についての所見を以下に述べさせていただきます。 

 

A.所見 

①松杭の施工について 

社長様より、当建物の杭は、「松杭（松の木杭）だったように思う」と話されま

した。仮に、それが事実だとすると、鉄筋コンクリート構造 4 階建てのこの種

の規模で、松杭での施工は、構造計画のうえでなじまなく、添付のボーリング

近隣データからも、松杭が直接的に支持できる地盤や、摩擦力が期待できる地

盤もないので、松杭による地盤支持力は、全くないと思われる。（ただ本当に松

杭だったのか？） 

    

松杭の写真（参考写真）      松杭の施工状況（参考写真） 
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② 前面道路でのシールド工事による建物の影響について 

上記①の所見として、結論づけたもう一つの根拠としては、数年前の前面道

路地下でのシールド工事（地下掘削工事）で建物が傾いたという話を社長様

より伺ったことにも因る。 

仮に杭が、支持層まで打ち込まれておれば、（但し当地では支持層がおそらく

50ｍ地下だと思われるので、松杭であれば、あり得ないのだが・・・）おれ

ば、杭支持で建物は自立するはずで、地盤沈下はおこらないはずである。 

摩擦杭であれば、シールド工事によって、杭の周辺摩擦力が低下して、傾く

ことの原因となる。（ただ、この地質では、ボーリング調査でその摩擦力を期

待できる層もない。） 

 

     

 

 

 

    近隣ボーリングデータ 
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③ 屋上の増築について 

屋上に、部屋を増築したり、外観の見た目バランスの為に、外壁をあとから

立ち上げているようだが、これは、構造強度を十分検討した上での行為だっ

たのか？（現況建物に上部を増築するだけの余裕耐力があったのか？） 

このことについても、杭の問題とからんできます。 

仮に余裕耐力が無いようであれば、その部分を取り除いて、建物の重量を軽

く 

し、負荷を減らしてあげることが、必要になります。 

 

④ 耐震壁（耐力壁）の撤去について 

社長様とのヒアリングの中で、コンクリートの間仕切壁の一部を、部屋とし

ての使い勝手が悪い為に撤去したというのも、お話をいただきました。 

当建物は、鉄筋コンクリートのラーメン構造で、壁式構造とは違い、基本的

には、柱・梁で構成されているが、抜いてしまった壁が、構造上必要な 

「耐力壁」であったとすると、構造耐力減となるので、この件も十分調査し

たい。 

 

 

          撤去されている耐力壁 

 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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⑤ 壁タイルのはがれについて 

もう一つ、社長様との会話の中で、外壁タイルのはがれ、浮きの心配をされ

ていましたが、経年劣化による、コンクリート躯体表面との剥離があるのか？、

どの程度その剥離現象が進行しているのかも、ハンマー調査（打撃調査）や、

実際にタイルをはがし、その接着面を調査することにより、その症状を判明

することができる。 

このタイルの浮き、剥離については、シュミットハンマーによる調査、さら

にピンネット工法（別紙参照）による補修等、対応する方法は、いくつかあ

ります。 

 

 

         外壁タイルの浮き状況 

 

⑥ 躯体コンクリートの残存強度について 

又、社長様とのお話以外で、判明した建物の症状以外に、コンクリートのコ

アを抜いて、コンクリートの現在の強度確認や、中性化による劣化状況を調

べます。 

又、ヒルティー機械（超音波によるコンクリート内部の鉄筋探査機）によっ

て、躯体コンクリート内部にある鉄筋のボリューム、径（太さ）、組み込み状

況等、判定することができます。 

     

ヒルティ検査             コア抜き検査 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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B. 今後について・・・ 

 

前記①～⑥は簡易所見ではありますが、実際に調査等によって、その実体を確

認することをおすすめ致します。 

 

①② 杭の有無、材質の確認について 

建築当時の設計図書がないので、図面から杭の有無、材質の確認を判定するこ

とができません。したがって、一階の土間を一部解体して、実際に地下を掘り、

地中の基礎や杭の施工状況を確認することが、必要になります。 

 

③④ 増築や躯体撤去解体による構造強度影響について 

これも建築時の構造計算書があれば、増築した屋上構造物をのせられるだけの

余裕耐力があるか否か、撤去した壁が、耐震壁か否かは、容易に判断できるの

ですが、これがないので、一度建物全体の構造を確認調査の上で、構造図を簡

易復元し、Is 値（※1）を求めることにより、現在の耐震強度を判定することが

できます。 

 

⑤ 外壁タイルの剥離調査について、本格的に調査をするには、外壁まわりに

足場を全面的に架構する必要がありますが、窓まわりから手の届く範囲で、

概略調査することにより、全体の傾向は、とらえる事ができると思います。 

 

 

⑥ 躯体を構成する鉄筋とコンクリートの強度確認について 

コンクリート検査とヒルティ検査は、弊社の方で行います。 

（約 1～2 日工期です） 

 

 

 

 

 

C.調査結果について 

 実際に前述の通り、調査致しますと、約 2～3 週間後に調査結果は、報告書の

形で御提出致します。 

 （※別紙参考資料をご覧下さい） 

 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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D.調査費用について（概算） 

a. 杭の確認調査 （約○万） 

・ 1 階土間コンクリートカッター入れ 

      ↓ 

・ 土間コンクリート解体 

      ↓ 

・ 地中のコンクリート基礎を露出させる。 

      ↓ 

・ その下にあるであろう杭を目視確認する。 

      ↓ 

・ 復旧作業 

 

 

b. 既存建物の構造確認 （約○万） 

 

 

ｃ.外壁の開口部よりの調査 （約○万） 

 

 

ｄ.コンクリートコア、ヒルティ検査 （約○万） 

 

 

上記 a～d までの調査費用 

 

小計 1 式 ￥○○，○○○（税別） 

 

e. 調査結果検証及び資料作成 

  

1 式 ○○○○- （税別） 

 

 

a～e 合計 ￥○○，○○○-(税別) 

 

 

 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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E.補強計画、補強効果について 

 

D の調査結果に基づいて、補強計画、その補強工事の御見積り、並びに補強効

果についての資料も、御提出致します。 

                E.一式  ￥○○，○○○- (税別) 

 

 

 

                     －以上－ 

 

 

 

平成○年○月○日 

㈱ヨシザワ建築構造設計 

耐震診断チーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 


